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町の人口 

（昭和54年5月30日現在） 

前月比較 

男 3, 884（一7) 

女 4, 125（一7) 

計 8,009 (-14) 

世帯数 2, 367（一1) 
' 

九州日立マクセルKK構内での作業状況 

あ
な
た
の
御
協
力
を
 

期
待
し
て
い
ま
す
 

高
齢
者
事
業
団
は
仕
事
を
求
め
て
い
 

ま
す
。
 

本
年
六
月
「
方
城
町
高
齢
者
事
業
団
」
 

が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
 

事
業
団
に
は
、
働
く
意
志
と
能
力
を
 

も
っ
た
健
康
な
高
齢
者
が
あ
つ
ま
っ
て
 

い
ま
す
。
 

私
た
ち
は
、
高
齢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

ま
だ
充
分
に
働
く
こ
ど
が
で
き
ま
す
。
 

労
働
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
か
 

ら
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
の
向
上
と
 

何
よ
り
も
、
も
っ
と
社
会
の
た
め
お
役
 

に
立
ち
た
い
と
、
考
え
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
高
齢
者
事
業
団
は
、
高
 

齢
者
が
そ
の
能
力
を
充
分
発
揮
で
き
る
 

仕
事
を
、
も
と
め
て
い
ま
す
。
 

高
齢
者
事
業
団
は
次
の
よ
う
な
仕
事
 

を
い
た
し
ま
す
。
 

⑥
清
掃
、
環
境
衛
生
整
備
、
草
刈
お
 

よ
び
緑
化
の
作
業
。
施
設
の
管
理
、
警
 

備
お
よ
び
巡
視
な
ど
の
作
業
。
 

事
業
団
は
、
集
団
方
式
に
よ
る
作
業
 

形
態
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
 

能
力
に
応
じ
た
労
働
分
配
を
、
お
こ
な
 

つ
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
は
、
真
面
目
に
働
き
、
正
確
 

に
仕
事
を
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

必
ず
あ
な
た
の
期
待
に
お
こ
た
え
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

公
共
団
体
、
民
間
企
業
、
個
人
の
み
 

な
さ
ん
か
ら
是
非
、
仕
事
を
い
た
だ
き
、
 

み
ん
な
の
力
で
方
城
町
高
齢
者
事
業
団
 

を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

あ
な
た
の
御
理
解
と
御
協
力
を
、
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 

方
城
町
高
齢
者
事
業
団
 

方
城
町
役
場
建
設
課
内
 

T
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齢
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愛
の
手
で
築
く
非
行
の
な
い
社
会
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
、
 

運
動
期
間
 
七
月
一
日
ー
三
十
一
日
 

法
務
省
主
唱
に
よ
る
第
二
十
九
回
 

“
共
云
を
明
る
く
す
る
運
動
）
は
、
地
域
 

活
動
の
推
進
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
 

止
を
重
点
目
標
に
、
七
月
一
日
か
ら
ー
 

ケ
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
 

罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
 

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
 

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
 

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
 

全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

最
近
に
お
け
る
青
少
年
の
非
行
は
、
 

量
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
ば
か
り
で
 

な
く
、
質
的
に
も
複
雑
多
様
と
な
り
、
特
 

に
中
流
以
上
の
家
庭
に
属
す
る
少
年
、
 

あ
る
い
は
低
年
齢
層
の
少
年
、
更
に
は
 

女
子
少
年
に
よ
る
非
行
の
増
加
が
目
立
 

ち
、
ま
た
そ
の
形
態
と
し
て
遊
興
的
、
 

享
楽
的
な
動
機
に
よ
る
万
引
、
自
転
車
、
 

オ
ー
ト
バ
イ
等
の
乗
り
物
の
盗
み
、
薬
 

物
乱
用
及
び
学
校
内
に
お
け
る
集
団
暴
 

力
等
の
非
行
が
多
発
す
る
な
ど
事
態
は
 

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
と
言
 

え
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
は
、
最
近
の
遊
興
的
、
 

享
楽
的
な
社
会
風
潮
を
反
映
す
る
と
と
 

も
に
、
家
庭
の
教
育
的
機
能
の
低
下
、
 

あ
る
い
は
学
校
、
職
場
及
び
地
域
社
会
 

に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
に
基
 

づ
く
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
 

に
は
、
関
係
者
の
努
力
は
当
然
の
こ
と
 

で
あ
り
ま
す
が
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
 

人
々
、
時
に
地
域
住
民
が
共
に
手
を
携
 

え
て
幅
広
い
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い
 

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
今
回
の
運
動
 

は
そ
の
重
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
推
 

進
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
と
し
、
 

地
域
住
民
の
諸
活
動
を
一
層
強
力
に
推
 

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
少
年
の
非
 

行
の
防
止
と
非
行
に
陥
っ
た
者
の
更
生
 

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
に
お
い
て
も
社
会
を
明
る
く
 

す
る
運
動
福
岡
県
実
施
委
員
会
（
委
員
 

長
、
福
岡
県
知
事
）
を
結
成
し
、
こ
の
 

運
動
の
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
 

う
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
運
動
期
間
中
県
内
各
地
 

で
開
催
さ
れ
る
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
で
 

は
、
青
少
年
の
非
行
事
例
を
と
り
あ
げ
、
 

一
般
地
域
住
民
参
加
の
下
に
、
非
行
の
 

原
因
、
非
行
防
止
の
方
策
等
の
研
究
を
 

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
青
小
年
の
健
全
育
成
と
非
行
 

防
止
の
た
め
に
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
 

子
ど
も
の
朕
や
家
庭
教
育
の
あ
り
方
、
 

地
域
還
境
の
浄
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し
 

家
庭
に
お
け
る
教
育
環
境
の
変
化
と
し
「
け
 

一
、
家
族
の
大
き
さ
ゃ
構
成
上
の
変
化
。
 

図
ー
は
、
総
理
府
統
計
局
国
勢
調
査
 

の
結
果
で
あ
る
が
、
高
度
経
済
成
長
政
 

策
に
と
も
な
う
労
働
力
の
移
動
（
特
に
 

若
者
）
に
よ
り
、
家
族
の
平
均
人
員
が
 

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
直
系
 

家
族
」
形
態
か
ら
「
核
家
族
」
形
態
（
両
 

親
と
子
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
 

て
い
る
。
両
親
の
世
代
で
は
四
ー
五
人
 

兄
弟
は
普
通
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
小
 

学
生
た
ち
の
兄
弟
は
二
人
が
多
く
、
ひ
 

と
り
っ
子
も
少
な
く
な
い
。
当
然
、
子
 

ど
も
を
育
て
る
教
育
力
が
減
少
す
る
結
 

果
に
な
る
。
 

二
、
子
ど
も
に
対
す
る
人
間
関
係
。
 

図
2
 

以
前
は
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
の
関
 

係
は
、
祖
父
母
夫
1
人
、
父
母
ー
・
人
、
 

兄
弟
姉
妹
ー
本
人
で
あ
り
、
直
接
自
分
 

を
含
ま
な
い
関
係
、
例
え
ば
、
母
ー
 

母
（
嫁
姑
関
係
）
、
母
ー
姉
（
母
娘
関
 

係
）
、
父
ー
 

（
父
娘
関
係
）
、
父
ー
 

兄
（
父
と
長
男
の
関
係
）
、
な
ど
で
あ
 

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
こ
 

と
を
学
び
、
幼
少
の
時
か
ら
身
近
か
な
 

と
こ
ろ
で
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
学
 

習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

現
在
の
核
家
族
の
中
で
は
、
複
雑
で
 

わ
ず
ら
わ
し
い
人
間
関
係
か
ら
解
放
さ
 

れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
 

お
互
八
D
‘
人
、
」
匡
を
盾
手
重
 

「
失
業
対
策
制
度
事
業
の
 

再
確
立
に
関
す
る
」
合
意
書
 

女
業
発
生
の
原
因
 

ー
、
産
炭
地
田
川
は
、
国
の
エ
ネ
ル
 

ギ
ー
政
策
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
大
き
な
 

打
撃
を
受
け
た
。
失
業
者
は
多
発
し
そ
 

の
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
経
済
不
況
 

の
な
か
で
、
地
域
社
会
ぐ
る
み
の
貧
困
 

化
は
ま
す
ま
す
激
化
の
一
途
を
辿
っ
て
 

い
る
。
 

我
々
は
「
失
業
者
は
な
ぜ
発
生
す
る
 

の
か
」
、
 

「
失
業
救
済
の
責
任
は
誰
れ
 

が
負
う
べ
き
か
」
 
に
つ
い
て
究
明
し
た
。
 

少
な
く
と
も
、
地
方
自
治
体
に
そ
の
責
 

任
の
す
べ
て
を
負
わ
す
べ
き
で
は
な
い
 

と
考
え
る
。
 

社
会
問
題
と
し
て
の
失
業
の
位
置
 

づ
け
 

ー
、
人
は
誰
れ
で
も
「
労
働
の
権
利
 

と
義
務
」
を
も
っ
て
い
る
。
今
日
の
社
 

会
進
歩
は
、
す
べ
て
労
働
に
よ
っ
て
も
 

た
ら
さ
れ
た
。
 

失
業
問
題
は
、
た
だ
た
ん
に
経
済
的
 

な
視
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
社
会
問
題
 

と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
 

や
む
な
く
発
生
し
た
失
業
問
題
に
対
 

し
て
は
、
有
期
的
な
失
業
の
手
当
制
度
 

だ
け
で
な
く
事
業
制
度
等
他
の
方
法
も
 

追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー
現
行
制
度
事
業
の
は
た
し
た
役
割
ー
 

ー
、
現
行
の
失
業
対
策
諸
制
度
事
業
 

は
あ
い
つ
ぐ
炭
坑
の
閉
山
に
と
も
な
う
 

社
会
的
な
混
乱
の
な
か
で
産
業
基
盤
の
 

整
備
、
環
境
整
備
等
一
定
の
役
割
り
を
 

果
し
て
き
た
。
 

飢
餓
賃
金
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
 

人
々
は
生
命
を
保
ち
、
最
低
生
活
に
あ
 

え
ぎ
な
が
ら
も
そ
れ
な
り
の
社
会
的
な
 

秩
序
は
守
ら
れ
て
き
た
。
 

ー
現
行
制
度
事
業
の
問
題
点
 

ー
、
現
行
の
失
業
対
策
諸
制
度
事
業
 

が
「
滞
留
」
 

・
「
適
正
規
模
」
 

・
「
事
 

業
効
果
（
種
目
の
選
定
）
」
 
・
「
最
低
 

生
活
保
障
」
 
な
ど
の
諸
点
で
多
く
の
弱
 

点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
又
事
実
で
あ
 

る。 我
々
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
克
服
す
 

べ
く
今
日
ま
で
真
剣
に
取
組
ん
で
き
た
 

し
、
そ
れ
は
必
ず
克
服
で
き
る
と
確
信
 

し
て
い
る
。
 

ー
制
度
事
業
の
再
確
立
 

ー
、
現
在
の
し
く
み
の
な
か
で
は
、
 

我
々
は
失
業
問
題
を
さ
け
て
と
お
る
こ
 

と
は
で
き
な
い
。
又
現
在
の
雇
用
失
業
 

情
勢
は
、
失
業
対
策
制
度
事
業
の
再
確
 

立
を
求
め
て
い
る
。
失
業
者
の
体
力
、
 

能
力
を
保
全
培
養
し
社
会
的
に
役
立
て
 

る
こ
と
は
絶
対
必
要
で
あ
る
。
 

ー
新
し
い
制
度
事
業
の
望
ま
し
い
姿
ー
 

ー
、
新
し
い
失
業
対
策
制
度
事
業
に
 

つ
い
て
は
次
の
諸
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

て
、
そ
こ
に
何
が
残
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

家
庭
に
お
け
る
人
間
関
係
が
減
少
し
 

た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
、
子
ど
も
を
 

育
て
る
教
育
力
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
 

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

へへへ●、へへへへへへへ．、．、へへへへ， 

' 

図1． 世帯平均人員の推移 

5（人） dA つJ 。」 1
 

0
 

4.89 
4.98 
5.00 
4.97 

  4.54 
4.05 

:3.69 
33.44 

T. 9年 

S.5年 

S .15年 

S .30年 

S .35年 

S .40年 

S .45年 

S .50年 

（
つ
づ
く
）
 

資
料
 

西
日
本
新
聞
社
刊
 

『
子
ど
も
と
家
族
、
学
校
、
 

地
域
の
役
割
』
 

子どもに対する 

人間関係の網の目 

欧
 

ノ
、
」
主
明
m
一
D
」
よ
八
肝
）
ベ
ノ
ノ
、
ヘ
ノ
年
」
 

m
、
「
滞
留
」
な
ど
現
行
失
業
対
策
諸
 

制
度
事
業
が
も
っ
て
い
る
弱
点
の
克
服
。
 

②
、
新
し
い
街
づ
く
り
、
国
づ
く
り
 

政
策
と
の
正
し
い
結
合
。
 

⑧
、
地
域
住
民
の
生
活
を
守
り
ぬ
く
 

立
場
か
ら
、
地
方
自
治
体
は
、
財
政
力
 

に
即
応
し
た
適
正
枠
に
つ
い
て
は
、
消
 

化
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
の
失
業
 

者
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
で
 

対
処
す
る
こ
と
。
 

ー
田
川
地
域
の
特
殊
性
ー
 

1
、
産
炭
地
田
川
で
は
、
国
の
エ
ネ
 

ル
ギ
ー
政
策
と
の
関
係
で
特
別
な
事
情
 

が
存
在
し
て
い
る
。
炭
坑
閉
山
の
嵐
は
 

地
域
社
会
を
荒
廃
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
 

く
人
々
の
心
を
も
無
惨
に
ふ
み
に
じ
っ
 

た。 失
業
と
貧
困
の
渦
巻
く
な
か
で
、
傷
 

あ
と
の
痛
み
に
た
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
 

も
田
川
の
住
民
は
生
き
る
希
望
を
す
て
 

て
い
な
い
ば
か
り
か
、
よ
り
積
極
的
に
 

新
し
い
街
づ
く
り
に
参
加
し
た
い
と
熱
 

望
し
て
い
る
。
 

新
し
い
失
業
対
策
制
度
事
業
と
は
別
 

姉
 

合
う
非
行
防
止
ミ
ニ
集
会
も
計
画
さ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

尚
、
田
川
郡
の
各
市
町
村
に
お
き
ま
 

し
て
も
左
の
諸
行
事
を
行
う
こ
と
に
な
 

っ
て
い
ま
す
の
で
町
民
各
位
の
御
協
力
 

と
御
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

社
明
運
動
行
事
 

一
、
七
月
一
日
 
方
城
中
学
生
徒
に
よ
 

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
行
進
（
町
内
）
 

二
、
七
月
十
二
日
 
非
行
に
悩
ん
で
い
 

る
家
庭
の
人
々
の
相
談
日
（
午
前
十
 

時
ー
午
後
三
時
方
城
町
中
央
公
民
館
 

に
於
て
）
 

三
、
七
月
二
十
五
日
午
後
一
時
 
講
演
 

と
映
画
）
（
方
城
町
体
育
館
に
於
て
）
 

四
、
七
月
二
十
五
日
午
後
一
時
 
ポ
ス
 

タ
ー
展
（
方
城
、
金
田
、
赤
池
小
中
 

学
生
徒
に
よ
る
作
品
展
、
方
城
町
体
 

育
館
）
 

（
方
城
町
保
護
司
会
、
 

中
央
公
民
館
 
福
祉
課
）
 

タ 

に
田
川
で
は
石
特
会
計
に
よ
る
事
業
（
 

地
域
開
発
中
心
）
は
、
必
ず
確
保
さ
れ
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

む
す
び
ー
 

ー
、
我
々
は
、
数
回
に
わ
た
り
真
剣
 

に
検
討
を
か
さ
ね
た
結
果
、
以
上
の
諸
 

点
に
つ
い
て
完
全
に
意
見
一
致
を
み
た
。
 

こ
れ
ら
の
要
求
と
運
動
を
前
進
さ
せ
 

る
た
め
に
は
、
全
住
民
的
な
合
意
を
う
 

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
に
我
々
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
 

力
を
お
し
ま
な
い
。
 

新
し
い
 
「
失
業
対
策
制
度
事
業
の
再
 

確
立
」
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
を
確
信
 

し
、
た
だ
ち
に
関
係
方
面
に
対
し
具
体
 

的
な
運
動
を
お
こ
す
こ
と
を
我
々
は
、
 

お
互
い
に
確
認
し
合
っ
た
。
 

あ
ら
ゆ
る
困
難
を
の
り
こ
え
て
失
業
 

対
策
制
度
事
業
の
再
確
立
に
む
か
っ
て
、
 

と
も
に
全
力
を
そ
そ
ぎ
こ
む
こ
と
に
つ
 

い
て
合
意
に
達
し
た
。
 

昭
和
 53 

年
6
月
1

日
 

☆
 

☆
 

☆
 

町

民

の

み

な

さ

ん

 

私
し
た
ち
全
日
自
労
田
川
分
会
（
失
 

業
対
策
制
度
事
業
就
労
者
団
体
）
と
、
 

田
川
十
ケ
市
町
村
の
首
長
は
「
失
業
対
 

策
制
度
事
業
の
再
確
立
」
に
つ
い
て
左
 

記
の
よ
う
な
点
で
合
意
し
ま
し
た
。
 

私
し
た
ち
は
、
雇
用
失
業
問
題
の
現
 

状
か
ら
見
て
こ
れ
は
、
私
し
た
ち
や
市
 

町
村
長
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
住
民
 

全
体
の
 
「
く
ら
し
と
福
祉
」
 
に
‘
か
か
わ
 

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
か
ん
が
え
ま
 

す。 そ
れ
は
今
日
全
町
民
的
事
業
と
し
て
 

失
業
対
策
制
度
事
業
に
勝
る
事
業
は
他
 

に
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
 

仁◇ 

五
一
年
度
の
四
事
業
（
一
般
失
対
・
 

緊
就
・
開
就
・
特
開
）
の
総
事
業
費
が
 

五
億
六
千
万
円
（
国
庫
補
助
三
億
七
千
 

万
円
・
町
負
担
一
億
九
千
万
円
）
で
町
 

財
政
の
一
九
・
六
〇
％
で
す
。
 

ま
た
失
対
四
事
業
の
年
間
吸
収
人
員
 

は
六
六
、
一
一
三
九
人
で
一
日
二
四
〇
人
 

（
ー
ケ
月
二
十
三
方
就
労
し
た
と
し
て
）
 

の
人
達
が
就
労
し
て
い
ま
す
。
 

町
内
企
業
で
二
四
〇
人
も
従
業
員
を
 

か
か
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
失
対
四
事
業
が
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
つ
た
ら
就
労
者
は
も
ち
ろ
ん
業
 

者
も
商
店
も
町
民
（
道
路
団
地
造
成
ト
 

下
水
道
等
仕
事
が
な
く
な
る
）
も
困
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

私
し
た
ち
は
い
く
つ
か
の
欠
陥
や
不
 

十
分
を
卒
直
に
認
め
克
服
に
努
カ
し
て
 

い
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
意
見
や
要
求
 

を
ど
し
ど
し
出
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
 

に
役
だ
つ
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
 

ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
一
層
の
御
支
援
を
お
ね
 

が
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

全
日
自
労
田
川
分
会
 

方
城
自
治
体
部
長
 

武
 
田
 
次
 
子
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私
の
歩
い
て
来
た
道
（
第
7
回）
 

末
 
松
 

栄
 

高
津
の
お
じ
さ
ん
は
酒
好
き
で
し
た
 

の
で
、
時
々
、
山
を
越
え
て
採
銅
所
ま
 

で
酒
買
い
に
行
っ
て
、
お
ば
さ
ん
の
目
 

を
盗
む
様
に
し
て
湯
呑
み
で
一
杯
や
っ
 

て
い
ま
し
た
。
 
お
ば
さ
ん
は
、
私
の
母
 

と
同
郷
の
匂
金
村
呉
の
人
で
、
里
方
は
 

中
位
い
の
生
活
の
出
来
る
家
の
生
れ
で
 

し
た
の
で
割
合
、
食
物
に
は
甘
い
方
で
 

十
日
に
一
度
位
は
必
ず
小
豆
餅
を
作
っ
 

ー
て
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
 

丁
度
食
べ
盛
り
で
し
た
の
で
、
其
の
餅
 

を
一
度
に
 10 

ケ
位
い
食
べ
た
も
の
で
し
 

た
。
そ
ん
な
時
お
じ
さ
ん
は
私
に
 
「 10 

ケ
食
べ
る
と
悪
い
か
ら
も
う
ー
つ
食
い
 

な
さ
い
」
 
と
云
っ
て
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
 

し
た
。
 

高
津
家
に
は
、
キ
ヌ
ち
ゃ
ん
6
年
生
、
 

重
太
郎
ち
ゃ
ん
3
年
生
の
2

人
の
子
供
 

が
お
っ
て
、
秋
か
ら
冬
に
な
る
と
日
が
短
 

か
く
な
る
の
で
、
私
は
学
校
の
帰
り
が
 

遅
い
時
は
迎
へ
に
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
又
私
方
の
家
庭
と
は
、
と
 

う
て
い
及
び
も
付
か
ぬ
暮
し
向
き
で
し
 

た
。
そ
れ
は
食
べ
る
物
か
ら
着
る
物
又
 

精
神
的
に
私
を
奉
公
人
だ
と
い
っ
た
、
 

一
寸
見
下
げ
た
様
な
態
度
が
時
折
見
受
 

ら
れ
ま
し
た
。
其
ん
な
時
私
は
「
よ
う
 

し
今
に
見
て
お
れ
自
分
が
大
人
に
な
っ
 

た
ら
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
こ
ち
ら
の
 

子
供
を
雇
う
様
な
生
活
の
出
来
る
家
を
 

築
き
上
げ
て
や
る
」
 
と
心
の
底
に
誓
っ
 

た
も
の
で
し
た
。
 

忘
れ
も
し
な
い
大
正
三
年
十
二
月
＋
 

五
日
、
私
は
籾
摺
の
御
手
伝
を
し
て
居
 

り
ま
し
た
ら
、
突
然
大
き
な
音
が
し
て
 

地
響
が
し
た
様
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
 

タ
方
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
方
城
炭
坑
 

の
坑
内
ガ
ス
の
大
爆
発
で
あ
っ
た
と
の
 

事
で
、
大
変
な
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
 

な
に
ぶ
ん
六
百
数
拾
人
の
尊
い
犠
性
者
 

を
出
し
た
一
大
惨
事
で
あ
り
ま
し
た
か
 

ら
、
そ
れ
は
炭
坑
災
害
と
し
て
、
 
一
時
 

に
こ
ん
な
に
多
く
の
人
命
を
失
な
っ
た
 

の
は
初
め
て
の
事
と
の
噂
で
し
た
。
中
 

原
で
も
三
人
の
犠
性
者
が
出
ま
し
た
。
 

爆
発
が
あ
っ
て
、
四
、
五
日
目
に
現
場
 

を
目
ぐ
」
行
き
ま
し
た
ら
、
皮
膚
が
は
が
 

れ
る
様
に
水
ぶ
く
れ
に
な
っ
た
人
が
長
 

い
ね
棺
に
安
置
さ
れ
て
、
遺
族
の
方
が
 

泣
き
悲
し
ん
で
居
る
の
が
特
に
印
象
に
 

単
位
会
長
一
泊
研
究
会
 

去
る
5
月
 26 

日
、
単
位
会
長
で
東
洋
 

館
に
お
い
て
一
泊
研
修
会
を
行
い
ま
し
 

た
。
午
前
 10 

時
中
央
公
民
館
前
を
マ
イ
 

ク
ロ
バ
ス
で
出
発
、
車
中
話
し
を
す
る
 

間
も
な
く
浮
羽
郡
吉
井
町
東
洋
館
へ
到
 

着
。
各
自
指
定
の
室
に
手
廻
り
品
を
置
 

き
、
早
速
ひ
と
風
呂
あ
び
大
広
間
へ
集
 

合
、
互
の
健
康
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。
 

本
年
度
の
運
営
と
親
睦
を
如
何
に
進
め
 

て
行
く
か
提
案
し
た
と
こ
ろ
歩
る
け
、
 

荒
 
川
 
豊
 
八
 

運
動
、
又
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
な
 

ど
活
発
な
意
見
が
で
ま
し
た
。
引
き
続
 

き
夜
の
宴
会
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
美
声
 

や
か
く
し
芸
が
出
て
和
気
あ
い
あ
い
の
 

内
に
終
り
、
夜
の
窓
か
ら
の
素
晴
し
い
 

眺
め
、
筑
後
川
ウ
ガ
イ
船
や
、
又
原
鶴
 

温
泉
旅
館
の
夜
景
に
見
と
れ
な
が
ら
昔
 

し
話
し
や
世
間
話
し
で
夜
の
更
け
る
の
 

を
忘
れ
語
り
あ
い
ま
し
た
。
翌
朝
は
、
 

午
前
 10 

時
旅
館
を
後
に
田
主
丸
の
玉
山
 

第107 号 ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

に
上
り
、
樹
木
や
庭
園
を
見
て
帰
り
秋
 

月
城
跡
を
見
学
し
、
大
隈
越
に
て
帰
る
 

実
の
あ
る
研
修
見
学
で
し
た
。
 

残
っ
て
居
り
ま
す
。
中
原
の
三
人
の
内
 

二
人
は
割
と
早
く
遺
体
が
あ
が
り
ま
し
 

た
が
、
 

一
人
、
ト
モ
ェ
様
と
こ
ろ
の
豊
 

治
様
が
半
年
位
後
で
遺
体
が
帰
っ
て
来
 

ま
し
た
。
其
の
当
時
は
、
物
価
も
安
か
 

っ
た
せ
い
か
、
 

一
人
の
遺
族
の
慰
謝
料
 

は
最
底
三
百
円
、
葬
儀
料
十
五
円
、
計
 

三
百
十
五
円
、
最
高
五
百
円
も
貰
っ
た
 

家
は
耳
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

県
老
人
ク
ラ
中
フ
ム
A
長
よ
り
 

表
彰
お
め
で
と
う
 

、

水

末

義

雄

さ

ん

 

去
る
5
月
 30 

日
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
 

彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

連
合
会
十
三
周
年
記
念
式
典
に
於
て
上
 

こ
れ
は
方
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

弁
城
永
末
義
雄
さ
ん
が
県
老
人
会
長
よ
 

に
と
り
ま
し
て
は
こ
の
上
な
い
喜
び
と
 

り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
献
身
的
に
努
力
 

同
時
に
今
後
共
福
祉
向
上
に
御
活
躍
下
 

さ
れ
発
展
向
上
の
功
績
に
た
い
し
て
表
 

さ
る
よ
う
お
祈
申
上
ま
す
。
 

暮
ら
し
を
支
え
る
ー
石
油
 

ク
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
 

わ
た
し
た
ち
は
さ
日
常
の
生
活
で
い
 

っ
た
い
、
ど
れ
く
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

を
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

科
学
技
術
庁
資
源
調
査
所
が
ま
と
め
 

た
 
コ
フ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

に
関
す
る
調
査
研
究
」
 
に
よ
る
試
算
で
 

は
、
家
庭
生
活
を
営
む
上
で
、
日
本
人
 

一
人
一
日
当
た
り
、
牛
乳
び
ん
約
十
七
 

本
分
の
石
油
を
使
っ
て
い
る
勘
定
に
な
 

り
ま
す
。
 

牛
乳
び
ん
約
十
七
本
分
の
石
油
ー
こ
 

れ
は
電
気
や
ガ
ス
な
ど
直
接
使
う
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
住
居
や
衣
服
、
 

食
料
品
な
ど
生
活
必
需
品
を
作
る
の
に
 

本］乙、，に一、」E
一一・ー、まzC
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ひ
．
一
，
 

税
務
大
学
校
学
生
募
集
 

（案 

内） 

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採
 

用
初
級
試
験
（
税
務
）
の
合
格
者
の
中
か
ら
 

採
用
さ
れ
た
人
が
、
普
通
科
研
修
生
と
 

し
て
入
校
し
、
給
与
を
受
け
な
が
ら
一
 

年
間
の
研
修
を
受
け
、
卒
業
と
同
時
に
 

税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
受
験
資
格
 
昭
和
三
十
四
年
四
月
 

二
日
か
ら
昭
和
三
十
 

七
年
四
月
一
日
ま
で
 

生
れ
た
男
子
。
 

〇
願
書
受
付
 
昭
和
五
十
四
年
七
月
 

十
一
日
困
か
ら
七
月
 

二
十
日
国
 

o
第
一
次
試
験
 
昭
和
五
十
四
年
九
 

月
三
十
日
回
 

教
養
試
験
（
高
校
卒
 

業
程
度
）
適
正
試
験
 

及
び
作
文
試
験
 

〇
第
二
次
試
験
 
昭
和
五
十
四
年
十
 

一
月
中
旬
か
ら
十
一
一
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
に
つ
い
て
 

一
、
墓
地
の
所
在
地
 

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲
 

字
新
山
八
二
．
 

二
、
墓
地
の
名
称
 

長
洲
新
山
墓
地
 

三
、
改
葬
の
理
由
 

環
境
整
備
の
た
め
 

四
、
改
葬
先
 

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲
 

字
上
五
丁
目
一
三
九
〇
の
一
 

五
、
届
出
先
 

熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
役
場
企
画
 

広
聴
課
（
電
話
 
〇
九
六
八
七
ー
 

八
ー
三
一
一
一
、
内
線
四
二
）
 

担
当
 
村
井
 

六
、
届
出
期
限
 

昭
和
五
十
四
年
七
月
三
十
一
日
 

七
、
無
縁
墳
墓
数
 

九
九
一
基
（
約
一
二
五
〇
体
）
 

内
無
縁
墳
墓
七
六
八
基
（
約
八
九
 

七
体
）
 

筑
豊
地
区
 

第
二
次
一
般
自
衛
官
募
集
 

一
、
採
用
人
員
 

七
月
 
陸
上
五
名
、
海
上
二
名
、
 

航
空
三
名
 

八
月
 
陸
上
五
名
 

九
月
 
陸
上
五
名
 

二
、
受
験
資
格
 

満
十
八
才
ー
二
十
五
才
未
満
の
勇
 

子。 

三
、
受
付
及
び
試
験
日
時
 

七
月
一
日
ー
九
月
二
十
日
ま
で
。
 

志
願
の
つ
ど
指
定
 

四
、
試
験
科
目
 

国
語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
及
び
 

面
接
。
 

五
、
初
任
給
 

八
五
、
八
〇
〇
円
（
衣
食
住
等
、
 

実
質
十
二
四
、
〇
〇
〇
円
）
 

六
、
採
用
時
期
 

合
格
順
に
遂
次
採
用
し
ま
す
。
 

七
、
問
い
合
せ
先
 

役
場
総
務
課
又
は
福
岡
地
方
連
絡
 

部
飯
塚
出
張
所
 

（
飯
塚
市
横
田
②
四
八
四
七
）
 

)
 

使
わ
れ
た
間
接
ェ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
て
、
 

石
油
に
換
算
し
た
も
の
で
、
親
子
四
人
 

の
標
準
世
帯
で
は
、
牛
乳
び
ん
約
六
十
 

八
本
分
に
相
当
し
ま
す
。
 

こ
れ
を
も
と
に
、
全
国
民
が
一
年
間
 

に
使
う
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
計
算
し
 

ま
す
と
、
石
油
換
算
で
約
一
億
五
千
万
 

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
、
国
全
体
の
年
 

間
総
ェ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
四
割
に
 

相
当
し
ま
す
。
 

政
府
は
、
I
E
A

（
国
際
ェ
ネ
ル
ギ
 

ー
機
関
）
加
盟
各
国
の
合
意
に
基
づ
き
、
 

約
五
％
の
石
油
消
費
の
節
減
対
策
を
実
 

施
し
て
い
ま
す
。
 

月
上
旬
ま
で
の
間
の
 

一
日
、
口
述
試
験
及
 

び
身
体
検
査
 

〇
最
終
合
格
者
発
表
 

昭
和
五
十
四
年
十
 

二
月
中
旬
か
ら
十
一
一
 

月
下
旬
ま
で
の
間
。
 

〇
採
用
時
期
 
昭
和
五
十
五
年
四
月
 

一
日
 

〇
採
用
予
定
人
員
 

九
州
で
約
一
九
〇
名
 

〇
入
校
研
修
所
m
税
務
大
学
校
 

（
予
定
）
熊
本
研
修
所
 

②
税
務
大
学
校
 

東
京
研
修
所
 

⑧
税
務
大
学
校
 

大
阪
研
修
所
 

〇
願
書
提
出
先
 
人
事
院
九
州
事
務
 

局
（
福
岡
市
博
多
区
 

博
多
駅
東
二
丁
目
十
 

一
ー
一
福
岡
合
同
庁
 

舎
内
）
 

o
お
間
合
せ
先
 

人
事
院
九
州
事
務
局
（
T
E
L
〇
九
一
一
 

ー
四
三
一
ー
 
七
三
三
）
 

福
岡
国
税
局
（
T
E
L
〇
九
ニ
ー
四
一
 

一
ー
 

〇
三
一
）
 

田
川
税
務
署
（
T
E
L
〇
九
四
七
四
ー
 

四
ー
〇
四
三
〇
）
 

昭
和
五
十
四
年
度
 

自
衛
隊
航
空
学
生
 

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
学
生
募
集
 

一
、
願
書
受
付
 

八
月
一
日
ー
九
月
二
十
六
目
 

二
、
採
用
人
員
 

航
空
学
生
 

航
空
要
員
 
七
十
六
名
 

海
上
要
員
 

六
〇
名
一
 

一
般
曹
候
補
学
生
 

陸
上
要
員
 
四
〇
〇
名
 

海
上
要
員
 
四
〇
〇
名
 

航
空
要
員
 
四
〇
〇
名
 

三
、
受
験
資
格
 

高
等
学
校
卒
業
者
等
（
五
十
五
年
 

三
月
卒
を
含
む
）
 

五
十
五
年
四
月
一
日
現
在
十
八
才
 

以
上
二
十
才
未
満
 

四
、
航
空
学
生
 

十
月
二
日
（
一
次
）
 

十
月
二
十
四
日
（
二
次
予
定
）
 

一
般
曹
候
補
学
生
 

十
月
七
日
（
一
次
）
 

十
月
二
十
日
（
二
次
予
定
）
 

五
、
願
書
提
出
 
問
い
合
せ
先
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
出
張
所
 

（
飯
塚
市
横
田
②
四
八
四
七
）
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ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
 

新
し
い
交
通
規
制
区
域
 

が
設
定
さ
れ
ま
す
。
 

長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
。
県
道
田
 

川
ー
直
方
線
バ
イ
パ
ス
方
城
区
間
が
、
 

い
よ
い
よ
九
月
に
は
開
通
す
る
見
込
で
 

あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
当
然
増
加
す
る
 

も
の
と
思
わ
れ
る
交
通
量
に
対
処
す
る
 

★田川・直方バイパス方城区間9月 

開通予定における新設信号機設置 

場所及び一方通行規制区域 

信号機設置（2ケ所） ．●・ 

ーー→一方通行路（1ケ所） 

(1 ~1 区間） 

場コ 包
 A

 
た
め
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
区
域
（
一
 

方
通
行
一
個
所
、
信
号
機
二
個
所
設
置
）
 

が
設
定
さ
れ
ま
す
の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
 

皆
さ
ん
、
交
通
違
反
の
な
い
よ
う
、
安
 

全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

至田”~ ~ 
田川・直方バイパス 

至
直
方
 

・J 

ー
 

m
い

、

m
い

、

m

世
 

長谷川製菓工場 

簿
記
講
座
に
つ
い
て
 

‘

業

簿

記

基

礎

コ

ー

ス

 

こ
の
講
座
は
日
常
の
取
引
に
も
と
づ
 

く
記
帳
等
を
初
心
者
対
象
に
事
例
に
も
 

と
づ
い
て
講
議
す
る
商
業
簿
記
の
基
礎
 

コ
ー
ス
で
す
。
 

〇
日
 

時
 

五
十
四
年
七
月
二
十
五
日
（
予
 

定
）
ー
八
月
末
の
二
十
日
間
午
 

後
六
時
ー
八
時
 

（
期
間
中
原
則
と
し
て
土
・
日
 

・
盆
は
休
日
と
し
ま
す
）
 

〇
受
講
料
 

方
城
町
史
資
料
編
の
申
込
に
つ
い
て
 

昭
和
四
十
七
年
方
城
町
史
の
続
篇
と
 

し
て
刊
行
し
ま
し
た
「
方
城
町
史
資
料
」
 

は
若
干
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
町
内
在
 

住
者
に
限
り
一
人
一
冊
限
り
代
金
千
五
 

百
円
で
領
布
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
者
 

は
方
城
町
教
育
委
員
会
ま
で
御
申
し
出
 

下
さ
い
。
 

尚
町
外
の
希
望
者
に
は
一
冊
弐
千
円
 

（
但
し
郵
送
の
場
合
は
郵
送
料
共
で
弐
 

千
弐
百
円
）
で
領
布
い
た
し
ま
す
。
 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
 

風
通
し
の
よ
い
部
屋
で
安
静
に
 

太
陽
に
よ
る
紫
外
線
の
照
射
量
が
急
 

激
に
ふ
え
る
初
夏
か
ら
真
夏
に
か
け
て
、
 

し
ば
し
ば
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
 

ま
す
。
 

晴
れ
上
が
っ
た
風
の
な
い
日
に
多
く
 

発
生
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
 

で
は
、
 
く
も
り
空
の
日
や
夜
間
に
も
光
 

化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
 

ま
す
。
注
意
報
が
出
た
ら
、
な
る
べ
く
 

外
出
を
避
け
る
の
が
無
難
で
す
。
 

〈
応
急
手
当
〉
 

＠
涙
が
出
た
り
、
目
が
チ
カ
チ
カ
す
 

る
場
合
は
、
水
で
洗
眼
す
る
の
が
一
番
 

で
す
。
充
血
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
場
 

合
は
、
医
師
に
み
て
も
ら
い
、
指
示
に
 

従
い
ま
し
ょ
う
。
 

＠
の
ど
の
粘
膜
が
刺
激
さ
れ
、
せ
き
 

込
ん
だ
り
、
ク
シ
ャ
ミ
が
出
た
り
す
る
 

場
合
は
、
数
回
う
が
い
を
し
て
み
ま
し
 

ょ・フ。 
⑨
息
苦
し
く
な
っ
て
せ
き
込
ん
だ
り
、
 

胸
の
痛
み
や
、
頭
痛
を
訴
え
る
場
合
は
、
 

屋
内
の
涼
し
い
場
所
で
衣
服
を
ゆ
る
め
、
 

体
を
楽
に
し
て
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

＠
ほ
お
や
く
ち
び
る
な
ど
が
紫
色
に
 

五
、
〇
〇
〇
円
（
一
名
に
つ
き
）
 

〇
申
込
メ
切
り
 

七
月
二
十
日
 

〇
申
込
書
は
商
工
会
議
所
に
準
備
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

田
川
市
大
黒
町
3
番
 11 

号
 

田
川
商
工
会
議
所
 

電
話
 
田
川
④
3
1
5
0
 

香

典

返

し

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

次
の
方
々
か
ら
方
城
町
長
寿
会
に
高
額
 

な
香
典
返
し
を
受
け
ま
し
た
の
で
長
寿
 

会
の
運
営
に
有
意
義
に
つ
か
わ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 方

城
町
長
寿
会
連
合
会
長
 

荒
川
豊
八
 

一、 

迫
 

稲
富
 

明
 

二
、
前
 
村
 
中
島
 
義
章
 

三
、
浄
万
寺
 
葛
原
コ
イ
シ
 

四
、
後
 
谷
 
池
本
 
正
義
 

五
、
東
 
区
 
加
治
ス
ミ
子
 

六
、
後
 
谷
 
勝
野
 
正
樹
 

な
っ
た
と
き
は
、
 

一
核
も
早
く
医
師
を
 

呼
ぶ
か
救
急
車
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
 

＠
一
見
、
軽
そ
う
に
見
え
て
も
重
症
 

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
症
状
に
よ
く
注
 

意
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
医
師
の
指
 

示
を
あ
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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